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定例会

　

９
月
定
例
会
は
８
月
28
日
に
招
集
さ
れ
、
９
月
26
日
ま
で
の
30
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

13
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
活
発
な
議
論
を
展
開
し
、
６
年
度
決
算
、
７
年
度
補
正
予
算
、
条
例
の
改
正
、

工
事
請
負
契
約
、
人
事
案
件
な
ど
24
議
案
を
認
定
・
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
７
人
で
し
た
。

　

な
お
、
６
年
度
決
算
認
定
は
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
４
日
間
を
か
け
て
審
査
し
ま
し
た
。（
４
～
６
ペ
ー
ジ
）

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

○
小
中
学
校
体
育
館
の

空
調
設
備
設
計
委
託
料

を
予
算
措
置

　

小
学
校
５
校
及
び
中
学

校
２
校
の
空
調
設
備
設
置

に
向
け
、
設
計
委
託
料
が

予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑

問	

来
年
の
夏
か
ら
空
調

設
備
を
使
用
で
き
る
の
か
。

答	

で
き
る
だ
け
早
く
７

校
同
時
に
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
が
、
エ
ア
コ

ン
機
器
の
準
備
が
で
き
る

の
か
、
ま
た
、
付
帯
す
る

電
気
設
備
工
事
の
有
無
な

ど
の
課
題
も
あ
る
た
め
、

時
期
に
つ
い
て
は
今
後
検

討
す
る
。

問	

採
用
す
る
空
調
の
熱

源
は
。

答	

電
気
ま
た
は
ガ
ス
を

検
討
し
て
い
る
。

問	
国
か
ら
の
補
助
金
等

を
活
用
す
る
の
か
。

答	

財
源
に
つ
い
て
は
国

の
補
助
金
等
の
活
用
も
検

討
し
た
が
、
で
き
る
だ
け

早
く
設
置
す
る
た
め
、
緊

急
防
災
・
減
災
事
業
債
を

活
用
す
る
。

○
高
校
生
世
代
に
デ
ジ

タ
ル
ク
ー
ポ
ン
給
付

　

物
価
高
騰
の
長
期
化
に

よ
る
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
高
校
生
世
代
を
対
象

に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ

イ
ン
ト
等
に
交
換
で
き
る

デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
が
、

１
人
当
た
り
１
万
５
千
円

分
給
付
さ
れ
ま
す
。

主
な
質
疑

問	

対
象
者
の
要
件
は
。

答	

平
成
19
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
22
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
が

対
象
で
、
高
校
生
だ
け
で

な
く
働
い
て
い
る
人
に
も

給
付
す
る
。

問	

給
付
時
期
及
び
給
付

方
法
は
。

答	

現
在
、
７
年
12
月
１

日
か
ら
８
年
１
月
末
ま
で

の
交
換
期
間
を
想
定
し
て

い
る
。

　

基
準
日
時
点
で
町
内
に

住
民
登
録
が
あ
る
対
象
者

に
、
町
と
契
約
し
た
業
者

か
ら
事
前
に
案
内
文
を
送

付
す
る
。
案
内
文
に
記
載

さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス

い
よ
い
よ
設
計
始
ま
る

い
よ
い
よ
設
計
始
ま
る

空調設備設置が待たれる稲美北中学校体育館 小
中
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
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マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
読

み
取
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
っ

て
い
た
だ
く
。

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
ポ
イ

ン
ト
へ
の
交
換
を
希
望
さ

れ
な
い
人
に
は
、
申
し
出

に
よ
り
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

冊
子
の
送
付
を
予
定
し
て

い
る
。

問	

な
ぜ
、
対
象
を
高
校

生
世
代
に
し
た
の
か
。

答	

学
業
等
に
よ
り
、
時

間
の
制
限
が
多
い
高
校
生

世
代
を
支
援
し
た
い
。

問	

国
か
ら
の
交
付
金
等

を
活
用
す
る
の
か
。

答	

７
年
度
分
の
物
価
高

騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
交
付
が

決
定
さ
れ
れ
ば
、
活
用
し

た
い
。

＝
全
会
一
致　
可
決
＝

人
事
案
件

○
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
の
選
任
に
同
意

　

山や
ま

谷た
に　

学ま
な
ぶ

氏
の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。

�

（
再
任
）

住
所　

稲
美
町
岡

　

任
期
は
、
10
年
９
月
30

日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　
同
意
＝

○
教
育
委
員
の
任
命
に

同
意

　

後ご

藤と
う　
哲て

つ

夫お

氏
の
任
命

に
同
意
し
ま
し
た
。

�

（
再
任
）

住
所　

稲
美
町
中
村

　

任
期
は
、
11
年
９
月
30

日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

＝
全
会
一
致　
同
意
＝

令和 7 年度 一般会計補正予算（第２号）

〈第１号〉歳出の主な内容
○‌�若者応援クーポン給付事業
� 2,250万円新設
　物価高騰の長期化による負担を軽減す
るため、高校生世代を対象にデジタルクー
ポンを給付するための委託料です。

○‌�減債基金積立事業
� ４億6,653万円増額
　６年度の決算剰余金の２分の１以上を
積み立てなければならないという地方財
政法の規定に基づき、減債基金に積み立
てています。

○小学校施設維持管理事業
� 1,273万円増額
　小学校５校の体育館に空調設備を設置す
るための設計委託料の新設です。

○中学校施設維持管理事業
� 908万円増額
　中学校２校の体育館に空調設備を設置す
るための設計委託料の新設です。

＝　全会一致　可決　＝

補正増額　５億 6,399 万円　　総額　137 億 8,153 万円
若者応援クーポン給付事業費及び　　　

　　　小中学校施設維持管理事業費などを増額

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
　受け付けは、開催の1時間前から開始します。
　受付場所は役場3階の議場前で、傍聴席は27席設けてい
ます。（先着順）
　また、車椅子でも傍聴できます。要約筆記、手話通訳が必
要な人は、１週間前までにお問い合わせください。

※‌�１階ロビーのＡＴＭ前に設置したモニターでも議会
の様子を生中継でご覧いただけます。また、一般質
問の録画放送を本会議終了後に行います。

次回の定例会の日程（予定）
と　　き 予定されている主な内容

12月  2日（火）９:30～ 議案の提案理由の説明
12月12日（金）９:30～ 一般質問
12月15日（月）９:30～ 一般質問
12月17日（水）９:30～ 議案に対する質疑・討論・表決

【問合先】　議会事務局　☎０７９－４９２－９１４７（直通）
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決算特別委員会決算特別委員会

6
年
度 

決
算

一
般
会
計
歳
出
総
額
１
２
6
億
２
３
３
３
万
円
を
認
定

実
質
収
支
９
億
３
３
０
６
万
円
の
黒
字
決
算

実
質
収
支
９
億
３
３
０
６
万
円
の
黒
字
決
算

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、
９
月
16
日
、
17
日
、
19
日
、
22
日
の
４
日
間
開
催
さ
れ
、
慎
重
に
審
査
し
た

結
果
、
各
会
計
と
も
原
案
ど
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

決
算
特
別
委
員
会
の
中
で
出
さ
れ
た
一
般
会
計
の
主
な
質
疑
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

令和 6 年度　各会計決算
(1万円未満切り捨て) 

基金の年度別現在高
(1万円未満切り捨て) 

町債及び企業債の年度別現在高
(1万円未満切り捨て) 

※‌�水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、過年度分
消費税及び地方消費税資本的収支調整額、当年度分消費税及び地方消費税資
本的収支調整額、過年度分損益勘定留保資金、当年度分損益勘定留保資金、
建設改良積立金で補てんしました。

※‌�下水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額は、当年度
分損益勘定留保資金、当年度分利益剰余金で補てんしました。

※1万円未満を切り捨てており、合計が一致しない場合があります。

※1万円未満を切り捨てており、合計が一致しない場合があります。

区　分 歳　入 歳　出
一　般　会　計 137 億　392 万円 126 億 2,333 万円

特
別
会
計

国民健康保険 34 億 4,743 万円 34 億 4,743 万円
後期高齢者医療 6 億 2,998 万円 6 億 1,722 万円
介護保険 25 億 8,068 万円 25 億 7,042 万円
介護サービス 3,017 万円 3,017 万円

水　　道
事業会計

収益的収入及び支出 6 億 8,252 万円 5 億 1,903 万円
資本的収入及び支出 4 億 3,444 万円 11 億 4,490 万円

下  水 道 
事業会計

収益的収入及び支出 11 億 4,622 万円 10 億 8,458 万円
資本的収入及び支出 7 億 3,949 万円 12 億 5,697 万円

種　類 令和５年度末 令和６年度末
財政調整基金 52 億 9,593 万円 52 億 8,349 万円
その他の基金 21 億 6,772 万円 21 億 2,282 万円

合　計 74 億 6,365 万円 74 億　631 万円

種　類 令和５年度末 令和６年度末
町　債 98 億 1,080 万円 91 億　323 万円
企業債 119 億 8,556 万円 118 億 7,124 万円
合　計 217 億 9,637 万円 209 億 7,448 万円

主
な
質
疑

歳
　
　
出

〔
総
務
費
〕

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
運
行
事
業

　

利
用
促
進
及
び
利
便
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
６

年
度
か
ら
利
用
料
金
の
支

払
い
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
を
導
入
し
、
１
日
の

運
行
便
数
を
６
便
か
ら
７

便
に
増
便
し
ま
し
た
。

問	

７
年
３
月
末
時
点
の

登
録
者
数
と
年
代
別
の
内

訳
は
。

答	

登
録
者
は
８
８
８
人

で
、
そ
の
う
ち
０
歳
か
ら

９
歳
が
22
人
、
10
歳
代
が

８
人
、
20
歳
代
が
10
人
、

30
歳
代
が
14
人
、
40
歳

代
が
27
人
、
50
歳
代
が
41

人
、
60
歳
代
が
89
人
、
70

歳
代
が
３
５
５
人
、
80
歳

代
が
３
１
８
人
、
90
歳
代

以
上
が
４
人
と
な
っ
て
い

る
。

問	

１
日
当
た
り
の
利
用

者
数
は
。

答	

25
・
７
人
で
、
地
域

公
共
交
通
計
画
の
13
年
度

の
目
標
値
15
人
を
大
き
く

上
回
っ
た
。
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の
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料

栽
培
の
実
証
実
験
を
行
っ

て
お
り
、
５
年
度
は
除
草

体
系
の
構
築
が
課
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

６
年
度
は
、
種
も
み
段

階
か
ら
無
農
薬
・
無
化
学

肥
料
栽
培
に
取
り
組
む
た

め
、
新
技
術
の
ア
イ
ガ
モ

ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
実
証

実
験
を
行
い
ま
し
た
。

問	

ア
イ
ガ
モ
ロ
ボ
ッ
ト

の
使
用
で
、
期
待
で
き
る

効
果
は
。

答	

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

搭
載
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
１
台

が
、
１
枚
の
圃ほ

じ
ょ
う場
全
体
を

一
日
中
走
り
回
っ
て
水
を

濁
ら
せ
る
こ
と
で
、
雑
草

の
光
合
成
が
妨
げ
ら
れ
、

〔
衛
生
費
〕

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
（
区
域
施
策
編
）
策
定

事
業

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

の
実
現
を
目
指
し
、
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
等
の
目

標
値
や
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
に
向
け
た
施
策
な
ど
を

明
記
し
た
計
画
を
６
年
度

に
策
定
し
ま
し
た
。

問	

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
行
推
進
体
制
は

整
っ
た
の
か
。

答	

住
民
・
学
識
経
験
者

な
ど
で
構
成
す
る
推
進
協

議
会
で
計
画
の
進
み
具
合

な
ど
を
評
価
し
、
庁
内
組

織
で
構
成
す
る
推
進
本
部

で
施
策
や
事
業
を
検
討
し

て
い
く
。

　

現
在
、
両
者
の
７
年
度

中
の
設
置
に
向
け
準
備
を

進
め
て
い
る
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕

農
薬
に
頼
ら
な
い
稲
作
技

術
実
証
事
業

　

５
年
度
か
ら
３
集
落
の

営
農
組
合
に
委
託
し
、
万

葉
の
香

か
ほ
り

（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）

こ
ど
も
計
画
策
定
事
業

　

５
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
や
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
の
委
員
の
意
見
を
踏

ま
え
、
６
年
度
に
、
稲
美

町
こ
ど
も
計
画
（
７
年
度

か
ら
11
年
度
ま
で
）
を
策

定
し
ま
し
た
。

問	

子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
実
施
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
の
内
容
は
。

答	

高
校
生
に
は
、
ど
の

よ
う
な
ま
ち
に
な
っ
た
ら

い
い
か
と
い
う
夢
を
語
っ

て
も
ら
っ
た
。
小
中
学
生

に
は
、
地
域
住
民
も
交
え

た
場
で
、
町
に
対
す
る
要

望
や
希
望
を
発
言
し
て
も

ら
っ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
望
む
未

来
を
実
現
で
き
る
よ
う
、

こ
れ
ら
の
声
を
計
画
の
基

本
理
念
に
盛
り
込
ん
だ
。

〔
民
生
費
〕

高
齢
者
優
待
利
用
券
交
付

事
業

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者

に
、
タ
ク
シ
ー
券
及
び
バ

ス
券
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

６
年
度
か
ら
タ
ク
シ
ー

券
１
枚
当
た
り
の
額
を
６

６
０
円
か
ら
５
０
０
円
に
、

１
カ
月
当
た
り
の
交
付
枚

数
を
４
枚
（
２
千
６
４
０

円
）
か
ら
６
枚
（
３
千
円
）

に
変
更
し
て
い
ま
す
。

問	

５
年
度
か
ら
６
年
度

の
交
付
者
数
及
び
利
用
額

の
推
移
は
。

答	

６
年
度
の
交
付
者
数

は
２
千
８
３
１
人
で
、
５

年
度
よ
り
２
９
８
人
増
加

し
た
。

　

６
年
度
の
利
用
額
は
２

千
７
３
０
万
８
千
円
で
、

５
年
度
よ
り
約
３
０
６
万

円
増
加
し
た
。

問	

バ
ス
券
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
化
の
検
討
は
。

答	

県
が
設
置
す
る
協
議

会
で
事
業
者
と
自
治
体
が

連
携
し
て
協
議
を
進
め
る

こ
と
に
な
り
、
当
町
も
そ

こ
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問	

利
用
者
及
び
利
便
性

の
更
な
る
拡
大
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
は
。

答	
運
行
業
者
と
の
協
議

や
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　

返
礼
品
の
充
実
や
返
礼

品
を
提
供
す
る
協
力
企
業

の
拡
大
に
よ
り
、
地
域
産

業
の
振
興
及
び
自
主
財
源

確
保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問	

６
年
度
の
寄
附
件
数

及
び
寄
附
金
額
は
。

答	

寄
附
件
数
は
７
千
２

３
１
件
、
寄
附
金
額
は
２

億
６
１
２
７
万
８
千
円
と

な
っ
て
い
る
。

問	

６
年
度
の
協
力
企
業

の
増
減
は
。

答	

１
社
増
え
た
が
、
取

り
下
げ
が
１
社
あ
り
、
増

減
は
な
か
っ
た
。

問	

協
力
企
業
の
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

答	

毎
年
、
商
工
会
に
協

力
事
業
者
募
集
の
声
か
け

を
し
て
い
る
。
ま
た
、
町

と
仲
介
事
業
者
が
連
携
し
、

地
場
産
品
基
準
を
満
た
す

商
品
を
取
り
扱
う
事
業
者

に
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、

協
力
を
働
き
か
け
て
い
る
。

生
育
を
抑
制
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。

問	

町
内
全
域
で
使
用
で

き
そ
う
か
。

答	

あ
る
程
度
の
抑
草
効

果
が
あ
っ
た
の
で
、
営
農

組
合
や
個
人
農
家
が
購
入

す
れ
ば
、
効
果
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
る
と
考
え
る
。

地
域
計
画
策
定
推
進
事
業

（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
の
改
正
に
よ
り
、
全

集
落
に
お
い
て
、
６
年
度

末
ま
で
に
地
域
農
業
の
将

来
図
を
示
す「
地
域
計
画
」

の
策
定
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

各
集
落
で
協
議
が
重
ね

ら
れ
、
４
地
区
55
集
落
分

の
計
画
が
完
成
し
ま
し
た
。

問	

こ
れ
か
ら
各
集
落
で

な
す
べ
き
こ
と
は
。

答	

各
集
落
で
の
協
議
の

な
か
で
、
集
落
の
課
題
や

担
い
手
の
存
在
な
ど
を
把

握
さ
れ
た
と
思
う
の
で
、

今
後
も
地
域
計
画
を
ど
の

よ
う
に
磨
き
上
げ
て
い
く

か
の
協
議
を
続
け
て
い
く
。

田んぼを走り回るアイガモロボット（6年度当時は55万円）
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行
推
進
協
議
会
で
の
方
向

性
や
５
年
度
で
得
た
課
題

を
踏
ま
え
、
地
域
指
導
者

に
よ
る
指
導
を
試
行
し
ま

し
た
。

問	

６
年
度
に
地
域
指
導

者
に
よ
る
活
動
を
試
行
し

た
部
活
動
は
。

答	

運
動
部
は
陸
上
競
技

部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
卓
球

部
、
文
化
部
は
吹
奏
楽
部

で
試
行
し
た
。

問	

今
後
の
進
め
方
は
。

答	

生
徒
・
教
職
員
、
各

種
団
体
、
住
民
に
説
明
会

を
開
催
し
、
課
題
を
一
つ

ず
つ
整
理
し
な
が
ら
、
10

年
８
月
か
ら
の
完
全
実
施

を
目
指
す
。

中
学
校
部
活
動
地
域
移
行

事
業

　

生
徒
が
主
体
的
に
選
択

し
、
多
様
な
活
動
に
参
画

で
き
る
機
会
を
確
保
し
、

地
域
の
方
々
と
と
も
に
活

動
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
の
環
境
整
備
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

６
年
度
は
、
中
学
校
部

活
動
地
域
連
携
・
地
域
移

答	

原
則
と
し
て
、
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
及
び
ロ
ー
ラ

ー
の
付
い
た
イ
ン
ラ
イ
ン

ス
ケ
ー
ト
等
の
利
用
を
想

定
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｍ
Ｘ
は

車
両
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、

他
の
種
目
と
交
錯
す
る
と

危
険
性
が
高
ま
る
た
め
、

利
用
を
想
定
し
て
い
な
い
。

問	

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の

作
成
は
。

答	

使
用
料
の
検
討
も
含

め
、
７
年
度
の
設
置
工
事

と
並
行
し
て
作
成
を
進
め

る
。

口
流
出
の
抑
制
や
空
き
家

・
空
き
地
な
ど
の
有
効
活

用
を
図
り
ま
す
。

　

事
業
期
間
は
６
年
度
か

ら
８
年
度
ま
で
の
３
年
間

で
す
。

問	

６
年
度
の
実
施
状
況

は
。

答	

土
地
利
用
の
現
況
把

握
・
分
析
、
関
係
す
る
49

自
治
会
へ
の
説
明
・
ヒ
ア

リ
ン
グ
、
自
治
会
・
商
工

事
業
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
結
果

を
、
策
定
委
員
会
で
報
告

し
た
。

〔
教
育
費
〕

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設

調
査
設
計
事
業

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
を
は

じ
め
と
し
た
ア
ー
バ
ン
ス

ポ
ー
ツ
施
設
の
７
年
度
の

設
置
工
事
に
向
け
、
６
年

度
は
設
置
場
所
を
稲
美
中

央
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

に
決
定
し
、
実
施
設
計
を

行
い
ま
し
た
。

問	

イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー

ト
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
（
バ
イ
シ
ク

ル
モ
ト
ク
ロ
ス
）
も
利
用

で
き
る
の
か
。

〔
土
木
費
〕

町
道
維
持
補
修
事
業

　

舗
装
の
亀
裂
、
ひ
び
割

れ
な
ど
、
車
両
交
通
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
町
道

は
、
計
画
的
に
舗
装
打
換

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問	

平
成
25
年
の
ひ
び
割

れ
調
査
で
、
ひ
び
割
れ
率

が
40
％
以
上
と
判
定
さ
れ
、

優
先
的
な
補
修
工
事
計
画

の
対
象
と
な
っ
た
路
線
の

工
事
の
進し
ん
ち
ょ
く捗
率
は
。

答	

６
年
度
末
で
76
％
と

な
っ
て
い
る
。

問	

そ
れ
以
外
で
、
傷
み

の
激
し
い
道
路
や
住
民
か

ら
の
要
望
が
あ
っ
た
道
路

の
補
修
は
。

答	

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で

発
見
し
た
道
路
も
含
め
、

整
備
計
画
に
あ
げ
て
優
先

順
位
を
検
討
し
、
順
次
進

め
て
い
く
。

土
地
利
用
計
画
策
定
事
業

（
市
街
化
調
整
区
域
）

　

土
地
利
用
計
画
の
見
直

し
に
よ
り
、
市
街
化
調
整

区
域
に
田
園
集
落
ま
ち
づ

く
り
の
指
定
を
行
い
、
地

縁
者
等
の
定
住
に
よ
る
人

監査委員の意見（抜粋）
　歳入面では、今後も安定した財源である町税の徴収を
堅持しながら、国及び県からの補助金や交付金等を活用
されたい。
　基金は、将来の経済状況の変化や様々な財政需要に対
応し、安定的な財政運営を行うための重要な資金である。
資金確保のための安全性を最優先し、より効率的・効果
的な運用方法を更に検討されることを望むものである。
　歳出面では、7年度以降もアーバンスポーツ施設整備事
業、いなみ野体育センター空調設備設置事業、学校施設
の大規模改修事業、公共施設の老朽化対策などの大型事
業を控えている。
　今後の財政運営にあたっては、社会情勢の変化や多様
化する住民ニーズに柔軟に対応した事業の選択を行い、
行政サービス等の受益に応じた様々な財源確保に努め、
中長期的な展望に立った効率的、効果的な行財政運営が
できるよう財政基盤の確立を図られたい。

監査委員　　小西　　昇
　　〃　　　小山　裕美 

アーバンスポーツ施設完成予想図
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稲
美
中
央
公
園
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
に
、
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
と
３
Ｘ

３
コ
ー
ト
、
テ
ニ
ス
壁
打

ち
・
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き

る
設
備
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー

ク
に
は
、
21
種
類
の
セ
ク

シ
ョ
ン
（
ス
ケ
ー
タ
ー
用

の
坂
道
や
手
す
り
な
ど
）

を
設
置
し
ま
す
。

＝
全
会
一
致　
可
決
＝

　

い
な
み
野
体
育
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
利
用
者
が

夏
場
に
快
適
に
活
動
で
き

る
よ
う
、
ま
た
、
災
害
時

に
避
難
所
と
し
て
使
用
す

る
際
の
過
ご
し
や
す
い
環

境
が
提
供
で
き
る
よ
う
、

空
調
設
備
設
置
工
事
を
行

い
ま
す
。

　

体
育
館
に
は
、
無
風
で

競
技
に
影
響
を
与
え
に
く

い
壁か

べ
ふ
く
し
ゃ
し
き

輻
射
式
（
壁へ

き

面め
ん

に
設

育
館
の
東
面
と
西
面
に
30

枚
ず
つ
、
計
60
枚
を
設
置

す
る
。

問	

ガ
ス
配
管
は
、
ど
こ

に
通
す
の
か
。

答	

パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

壁
面
の
下
の
床
に
穴
を
空

け
、
床
下
に
配
管
す
る
。

＝
全
会
一
致　
可
決
＝

置
す
る
輻
射
パ
ネ
ル
に
冷

温
水
を
循
環
さ
せ
る
方

式
）
の
空
調
を
設
置
し
ま

す
。

　

体
育
館
内
部
に
、
電
気

配
線
、
輻
射
パ
ネ
ル
及
び

空
調
配
管
な
ど
の
設
備
を

新
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、体
育
館
外
部
に
、

空
調
室
外
機
、
自
家
発
電

設
備
、
都
市
ガ
ス
配
管
な

ど
を
新
設
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
老
朽
化
し
て

い
る
管
理
事
務
所
内
の
空

調
設
備
の
取
替
工
事
も
行

い
ま
す
。主

な
質
疑

問	

輻
射
パ
ネ
ル
の
大
き

さ
と
枚
数
は
。

答	

パ
ネ
ル
の
１
枚
当
た

り
の
大
き
さ
は
、
幅
１
・

06
㍍
、
高
さ
３
・
08
㍍
、

奥
行
き
０
・
18
㍍
で
、
体

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
に
基
づ
き
、
２
年

度
か
ら
町
内
の
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
１
人
１
台

ず
つ
貸
与
し
て
い
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
、
県
か
ら

の
補
助
金
を
活
用
し
更
新

し
ま
す
。

　

今
回
の
購
入
台
数
は
、

教
員
用
を
含
め
２
千
７
０

０
台
で
す
。

＝
全
会
一
致　
可
決
＝

稲
美
町
ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
工
事

�

請
負
契
約
を
可
決

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
対
応
情
報
端
末

�

購
入
契
約
を
可
決

入 札 方 法　‌�郵便応募型条件付き	
一般競争入札

契約の相手方　‌�㈱スポーツテクノ和広	
神戸営業所

契　約　額　1億1,385万円
工　　　　期　7.9.26～8.3.31

入 札 方 法　‌�郵便応募型条件付き	
一般競争入札

契約の相手方　‌�阪神ケーブルエンジニア	
リング㈱

契　約　額　1億8,821万円
納　　　　期　8.3.31

臨時会
　

第
１
８
９
回
臨
時
会
は
、
７
月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
な
み
野
体
育
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
設
置
工
事
請
負
契
約
の

１
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

入 札 方 法　‌�郵便応募型条件付き	
一般競争入札

契約の相手方　‌�テラマエ設備工業㈱
契　約　額　1億6,060万円
工　　　　期　7.7.18～8.3.31

い
な
み
野
体
育
セ
ン
タ
ー
空
調
設
備
設
置
工
事

�

請
負
契
約
を
可
決

アーバンスポーツ施設整備予定地

空調設備設置工事が進む「いなみ野体育センター」
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議案などの審議結果【７月臨時会・９月定例会】
賛否の分かれた議案

議　案　名
賛
成
反
対

議
決
結
果

議
決
日

松
村　

芳
樹

小
笠　

竜
広

藤
田　

義
光

小
山　

裕
美

大
山　

和
明

樋
口　

瑞
佳

山
田　

立
美

河
田
公
利
助

山
口　
　

守

大
路　
　

恒

池
田　

博
美

長
谷
川
和
重

関
灘　

真
澄

木
村　

圭
二

６年度
決　算 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 11 1 認定 9/25 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○－○ 遅

７年度
予　算 後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 12 1 可決 9/12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○－○ ○

〔表示例〕○………賛成　×………反対　遅………遅刻
議長は採決に加わりませんので「－」で表示しています。ただし、賛成と反対が同数の場合には、議長が決します。

全員が賛成した議案
議　案　名 議決日

条　例
▶職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正　▶職員の育児休業等に関する条例の一部改正　
▶水道事業給水条例の一部改正　▶下水道条例の一部改正　▶農業集落排水処理施設の管理に関する
条例の一部改正

9/12

６年度
決　算

▶一般会計歳入歳出決算認定　▶国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定　▶介護保険特別会計歳入
歳出決算認定　▶介護サービス特別会計歳入歳出決算認定　▶水道事業会計剰余金処分及び決算認定
　▶下水道事業会計剰余金処分及び決算認定

9/25

７年度
予　算

▶一般会計補正予算（第2号）　▶国民健康保険特別会計補正予算（第1号）　▶介護保険特別会計補
正予算（第2号）　▶介護サービス特別会計補正予算（第1号）　▶水道事業会計補正予算（第1号）　
▶下水道事業会計補正予算（第1号）

9/12

契　約
▶いなみ野体育センター空調設備設置工事請負契約の締結 7/17
▶稲美町アーバンスポーツ施設整備工事請負契約の締結　▶GIGAスクール対応情報端末購入契約の締結 9/25

人　事
案　件 ▶固定資産評価審査委員会委員の選任　▶教育委員会委員の任命 8/28

議会映像をインターネットで配信しています議会映像をインターネットで配信しています
　議会開催時の生中継と録画放送が、インターネットを利用してパソコンやスマート
フォンなどで視聴できます。詳しくは、町ホームページの「稲美町議会」「議会映像
インターネット配信」をご覧ください。

決
算
認
定

後
期
高
齢
者
医
療

特

別

会

計

〈
反
対
〉　
大
路　
　
恒　

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
75
歳
で
年
齢
を
区
切

り
、
国
民
間
の
対
立
と
分

断
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　
関
灘　
真
澄　

　

国
民
皆
で
支
え
合
う
医

療
保
険
制
度
で
あ
る
。
本

決
算
は
歳
入
歳
出
差
し
引

き
黒
字
決
算
で
、
健
全
な

制
度
運
営
の
た
め
賛
成
だ
。

〈
賛
成
〉　
山
田　
立
美　

　

75
歳
以
上
の
高
齢
者

が
加
入
す
る
独
立
し
た
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
に
基

づ
く
６
年
度
決
算
な
の
で
、

賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　
認
定
＝

(

賛
成
11　
反
対
１)

討
論

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

〈
反
対
〉　
大
路　
　
恒　

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
、
75
歳
で
年
齢
を
区
切

り
、
国
民
間
の
対
立
と
分

断
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
〉　
藤
田　
義
光　

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す

る
と
思
う
。
よ
っ
て
、
こ

の
補
正
予
算
に
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
〉　
山
田　
立
美　

　

後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
は
、
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
へ
の
６

年
度
納
付
金
額
確
定
に
よ

る
も
の
な
の
で
賛
成
す
る
。

＝
賛
成
多
数　
可
決
＝

（
賛
成
12　
反
対
１
）
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正副議長・委員会構成  決まる正副議長・委員会構成  決まる
　

こ
の
度
、
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
ま
す
ま
す
多
様
化
・
複
雑
化

す
る
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
住
民
の

皆
さ
ま
が
主
役
と
な
る
議
会
を
め
ざ

し
、
地
域
に
寄
り
添
っ
た
運
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
物
価
高
騰
や
激
甚
化

す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
日
々

の
暮
ら
し
に
影
響
す
る
課
題
に
も
丁
寧

に
取
り
組
み
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
議
会
と
し

て
の
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
副
議
長
に
就
任
し
、
身
に

余
る
光
栄
と
重
責
を
痛
感
し
て
お
り
ま

す
。
微
力
な
が
ら
河
田
議
長
を
補
佐
し
、

公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
ま

す
。
そ
し
て
、
先
行
き
不
安
の
広
が
る

時
代
に
あ
っ
て
も
、
町
民
の
皆
様
の
声

に
寄
り
添
い
、
安
心
と
温
も
り
の
あ
る

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

暮
ら
し
に
寄
り
添
う
議
会
を

�

議
　
長
　
河
田
公
利
助

皆
様
の
声
を
大
切
に

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
へ

�

副
議
長
　
小
山
　
裕
美

議会選出
監査委員

樋口　瑞佳

財務、経営など
を監査する。

企画、財政、税務、福祉、教育など
を調査・審査する。

議会運営に関することなどを調査・
審査する。

環境衛生、危機管理、産業振興、地域
整備、上下水道などを調査・審査する。

議会のデジタル化に関することなど
を調査・研究する。

「議会だより」の編集・発行をする。

山
田
　
立
美

樋
口
　
瑞
佳

大
路
　
　
恒

大
路
　
　
恒

山
田
　
立
美

関
灘
　
真
澄

池
田
　
博
美

藤
田
　
義
光

藤
田
　
義
光

松
村
　
芳
樹

松
村
　
芳
樹

長
谷
川
和
重

木
村
　
圭
二

小
笠
　
竜
広

山
口
　
　
守

河
田
公
利
助

関
灘
　
真
澄

山
口
　
　
守

小
山
　
裕
美

木
村
　
圭
二

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

委
員
長

委
員
長

委
員
長

委
員
長

委
員
長

樋
口
　
瑞
佳

木
村
　
圭
二

松
村
　
芳
樹

長
谷
川
和
重

池
田
　
博
美

山
口
　
　
守

藤
田
　
義
光

小
笠
　
竜
広

池
田
　
博
美

小
笠
　
竜
広

木
村
　
圭
二

大
山
　
和
明

大
山
　
和
明

総務福祉文教常任委員会

議会運営委員会

生活産業建設常任委員会

議会デジタル化推進特別委員会

議会広報常任委員会
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成
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８
月
５
日
、
稲
美
町
議
場
で
、
町
内

小
中
学
校
か
ら
14
人
の
子
ど
も
議
員
に

よ
る
子
ど
も
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
議
員
全
員
の
質
問
と
町
当
局

の
答
弁
の
要
点
を
紹
介
し
ま
す
。

町制施行70周年記念
加古小　山口　瑞希　議員

質問

やまぐち みずき

みんなの負担やトラブルを少なくするた
めに、地区別登校から自由登校にしてほ
しいです。

答え 地区別登校には皆さんの安全を守るという目的があ
ります。皆さんの声に耳を傾け、登下校のあり方を一
緒に考えていけたらと思います。

加古小　吉田　侑加　議員
質問

よしだ ゆうか

もっとイベントや祭りを増やしてにぎや
かな町にしてほしいです。

答え 町制施行70周年では様々なイベントがあります。積
極的にPRをして「いいね！」があふれる稲美町を目指
したいと思います。

母里小　赤松　大智　議員
質問

あかまつ だいち

誰もが暮らしやすい稲美町にするために、
交通量の多い交差点に歩道橋や音響信号
機の設置をお願いします。

答え 歩道橋や音響信号機を設置するには、多くの条件や基
準があます。稲美町にはそれらを満たす場所がない
ため、設置は難しいです。

母里小　赤松　裕奈　議員
質問

あかまつ ゆうな

小学生から高齢者までが遊べるような
遊具のある公園を母里小校区につくっ
てほしいです。

答え 校区内の公園の遊具を順番に入れ替えています。新
しく楽しい安全な遊具にしながら、人が集まれる場所
にしていきたいと考えています。

天満小　髙田　結衣　議員
質問

たかた ゆい

下校の時に校庭で全員がそろうまで長い
時間待つこともあるので、個人下校へと
変えたいです。

答え 集団下校は、友達同士が声を掛け合って歩くことで何
かあったときにお互いに助け合うことができます。ど
うすれば皆が安全で楽しく登下校できるのか、私たち
も一緒に考えていきます。

稲美北中　福本　真悠　議員
質問

ふくもと まゆ

稲美町に中学生がゆっくりできる公
園や、みんなで出かけられる大型
ショッピングモールがほしいです。

答え 公園について、予約しなくても自由に使える場所を広
げていけたらと考えています。また、現在、町役場の
西側にある工場跡地に大型商業施設建設の計画が進
んでおり、約2年後の開業を目指しています。

稲美北中　市中　敢大　議員
質問

いちなか かんた

事故を防ぎ、危ない思いをする人を減ら
すために、道路の整備をお願いします。

答え 特に傷んでいる19路線の合計約13キロを対象とした修繕計画を
つくって、平成25年から順番に工事を進めており、計画外の路線
も必要性に応じて修繕対応をしています。道路整備を通して、「もっ
ともっと安全な稲美」の実現に向けて取り組んでまいります。

稲美中　寺嶋　詩　議員
質問

てらじま うた

稲美町の魅力をいろいろな世代に効果的
に知ってもらえるような活動をしてもら
いたいです。

答え 稲美町ホームページや公式SNSや、新聞やテレビも活
用し、多くの人に知ってもらえるよう努力していきた
いです。

稲美中　池田　佳理　議員
質問

いけだ かいり

稲美ブランドを前面に出して、広報・発
信していき、稲美町を代表するアピール
ポイントにできないでしょうか。

答え 現在、大阪・関西万博で開催されている「ひょうご楽市
楽座」でコスモシンフォニックウインズの皆さんによ
る「吹奏楽」、稲美ブランドの農産物・加工品の販売で
稲美町の魅力を発信しています。

天満東小　吉田　琉人　議員
質問

よしだ りひと

恥ずかしい思いをしなくてよいように、
学校の男子トイレも女子と同じ個室にし
てほしいです。

答え 町内には「バリアフリートイレ」が多くの施設で設置さ
れていますが、「ジェンダーレストイレ」はありません。
誰もが個室のトイレを気軽に使えるようお互いを思い
やれる関係づくりも必要だと思います。

天満小

梅田　晄　議員
質問

うめだ こう

稲美町の全小中学校にエレ
ベーターを設置してほしい
です。

答え
身体に障がいのある児童生徒が学んで
いる学校、入学予定のある学校に優先

的に設置を進めています。今後、古くなった
校舎を整備する際に重要な意見となります。

天満南小

岩本　親良　議員
質問

いわもと ちから

町内の米の自給率を上げるこ
とが「令和の米騒動」への対
策になります。生産者さんへ
の支援・協力はどのように行っていますか。

答え 個人農家で農業が難しいときは集落営農で
農地を守っています。町では、トラクターやコンバ
インなどの農業用機械を買うときのサポートをJA
兵庫南や兵庫県と協力しながら行っています。

天満東小

岩林　奏佑　議員
質問

いわばやし そうすけ

体育館で運動中に友達が熱中
症で倒れたことがあります。
災害時の避難所にもなるので、

体育館にエアコンをつけてほしいです。

答え
猛暑の中、教育活動や避難所として使用
できる体育館にしたいので、エアコンをなる
べく早く設置できるように頑張っていきます。

天満南小

坂元　糸羽　議員
質問

さかもと いとは

南小学校前信号西側の歩道
が狭く、事故につながりま
す。車道と歩道を区切る
ガードレールの設置ができませんか。

答え 南小学校前信号機は４年１月に設置し
ました。西側道路は狭くなっていますが、道
路を広げる必要があります。町から県に道路
計画と工事をお願いしているところです。
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８
月
５
日
、
稲
美
町
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場
で
、
町
内

小
中
学
校
か
ら
14
人
の
子
ど
も
議
員
に

よ
る
子
ど
も
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
議
員
全
員
の
質
問
と
町
当
局

の
答
弁
の
要
点
を
紹
介
し
ま
す
。

町制施行70周年記念
加古小　山口　瑞希　議員

質問

やまぐち みずき

みんなの負担やトラブルを少なくするた
めに、地区別登校から自由登校にしてほ
しいです。

答え 地区別登校には皆さんの安全を守るという目的があ
ります。皆さんの声に耳を傾け、登下校のあり方を一
緒に考えていけたらと思います。

加古小　吉田　侑加　議員
質問

よしだ ゆうか

もっとイベントや祭りを増やしてにぎや
かな町にしてほしいです。

答え 町制施行70周年では様々なイベントがあります。積
極的にPRをして「いいね！」があふれる稲美町を目指
したいと思います。

母里小　赤松　大智　議員
質問

あかまつ だいち

誰もが暮らしやすい稲美町にするために、
交通量の多い交差点に歩道橋や音響信号
機の設置をお願いします。

答え 歩道橋や音響信号機を設置するには、多くの条件や基
準があます。稲美町にはそれらを満たす場所がない
ため、設置は難しいです。

母里小　赤松　裕奈　議員
質問

あかまつ ゆうな

小学生から高齢者までが遊べるような
遊具のある公園を母里小校区につくっ
てほしいです。

答え 校区内の公園の遊具を順番に入れ替えています。新
しく楽しい安全な遊具にしながら、人が集まれる場所
にしていきたいと考えています。

天満小　髙田　結衣　議員
質問

たかた ゆい

下校の時に校庭で全員がそろうまで長い
時間待つこともあるので、個人下校へと
変えたいです。

答え 集団下校は、友達同士が声を掛け合って歩くことで何
かあったときにお互いに助け合うことができます。ど
うすれば皆が安全で楽しく登下校できるのか、私たち
も一緒に考えていきます。

稲美北中　福本　真悠　議員
質問

ふくもと まゆ

稲美町に中学生がゆっくりできる公
園や、みんなで出かけられる大型
ショッピングモールがほしいです。

答え 公園について、予約しなくても自由に使える場所を広
げていけたらと考えています。また、現在、町役場の
西側にある工場跡地に大型商業施設建設の計画が進
んでおり、約2年後の開業を目指しています。

稲美北中　市中　敢大　議員
質問

いちなか かんた

事故を防ぎ、危ない思いをする人を減ら
すために、道路の整備をお願いします。

答え 特に傷んでいる19路線の合計約13キロを対象とした修繕計画を
つくって、平成25年から順番に工事を進めており、計画外の路線
も必要性に応じて修繕対応をしています。道路整備を通して、「もっ
ともっと安全な稲美」の実現に向けて取り組んでまいります。

稲美中　寺嶋　詩　議員
質問

てらじま うた

稲美町の魅力をいろいろな世代に効果的
に知ってもらえるような活動をしてもら
いたいです。

答え 稲美町ホームページや公式SNSや、新聞やテレビも活
用し、多くの人に知ってもらえるよう努力していきた
いです。

稲美中　池田　佳理　議員
質問

いけだ かいり

稲美ブランドを前面に出して、広報・発
信していき、稲美町を代表するアピール
ポイントにできないでしょうか。

答え 現在、大阪・関西万博で開催されている「ひょうご楽市
楽座」でコスモシンフォニックウインズの皆さんによ
る「吹奏楽」、稲美ブランドの農産物・加工品の販売で
稲美町の魅力を発信しています。

天満東小　吉田　琉人　議員
質問

よしだ りひと

恥ずかしい思いをしなくてよいように、
学校の男子トイレも女子と同じ個室にし
てほしいです。

答え 町内には「バリアフリートイレ」が多くの施設で設置さ
れていますが、「ジェンダーレストイレ」はありません。
誰もが個室のトイレを気軽に使えるようお互いを思い
やれる関係づくりも必要だと思います。

天満小

梅田　晄　議員
質問

うめだ こう

稲美町の全小中学校にエレ
ベーターを設置してほしい
です。

答え
身体に障がいのある児童生徒が学んで
いる学校、入学予定のある学校に優先

的に設置を進めています。今後、古くなった
校舎を整備する際に重要な意見となります。

天満南小

岩本　親良　議員
質問

いわもと ちから

町内の米の自給率を上げるこ
とが「令和の米騒動」への対
策になります。生産者さんへ
の支援・協力はどのように行っていますか。

答え 個人農家で農業が難しいときは集落営農で
農地を守っています。町では、トラクターやコンバ
インなどの農業用機械を買うときのサポートをJA
兵庫南や兵庫県と協力しながら行っています。

天満東小

岩林　奏佑　議員
質問

いわばやし そうすけ

体育館で運動中に友達が熱中
症で倒れたことがあります。
災害時の避難所にもなるので、

体育館にエアコンをつけてほしいです。

答え
猛暑の中、教育活動や避難所として使用
できる体育館にしたいので、エアコンをなる
べく早く設置できるように頑張っていきます。

天満南小

坂元　糸羽　議員
質問

さかもと いとは

南小学校前信号西側の歩道
が狭く、事故につながりま
す。車道と歩道を区切る
ガードレールの設置ができませんか。

答え 南小学校前信号機は４年１月に設置し
ました。西側道路は狭くなっていますが、道
路を広げる必要があります。町から県に道路
計画と工事をお願いしているところです。
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※登壇順（質問順）に掲載しています。

のある質問事項を掲載しています。

一般質問一般質問9月定例会

まちづく
りをどう

する

質問者 掲載ページ 質　　問　　事　　項

藤田　義光 13
①稲美町の防災倉庫について
②町民の善意で「子ども110番の家」を増やせないか
③天満大池公園池側の石について

河田　公利助 13
①特殊詐欺対策強化を
②公共施設の利便性と安全性は
③町産品のアピールとふるさと納税の活用は

木村　圭二 14
①財政調整基金を活用して物価高騰対策を ②見守りカメラの拡充を
③改めて企業立地促進条例の見直しを ④待機児童解消に向けて
⑤稲美中央公園全体構想策定を問う ⑥町立幼稚園の今後のあり方を問う

山田　立美 14
①特定外来生物アライグマの駆除対策を問う
②兵庫県立東播磨高校経由でかこバスミニの運行延長を
③耕作放棄地の適正管理について

松村　芳樹 15
①加古大池の関係人口を増やす取り組みを
②オーガニックビレッジ宣言に向けた計画と関係事業者との連携について
③町内のこどもの居場所の実情は

山口　　守 15
①こども誰でも通園制度の事業実施体制は
②50歳以上の帯状疱疹ワクチン接種助成を継続せよ
③3カ月前から施設予約を可能に ④劣化した交差点標示等の修繕は

池田　博美 16
①長期休暇中の児童生徒の生活と心のケアは

②来年のコメ作付状況は

関灘　真澄 16
①「1か月児」及び「5歳児」の健診の対応についてを問う
②農業振興地域整備計画における除外申請の円滑化について ③旧コスモス児童館の今後の利活用を問う
④ 県単独事業や町と連携協定を締結した事業等の展開を問う

大山　和明 17
①民生委員・児童委員のなり手不足を考える
②高齢者の独り暮らしに孤独死対策を
③加古大池利活用施設の環境整備と水生植物園について

小山　裕美 17
①子どもの生活リズムと心の健康を守るために
②家庭内暴力（DV）の支援体制の充実を
③安全と利活用の観点から見た空き家問題

樋口　瑞佳 18
①子どもや若者のための屋内施設開放・自習室の増設を ②図書館の閲覧室、AVコーナーの設置数見直しを
③小中学校の熱中症対策について（冷凍庫や自動販売機の設置を）
④福祉避難所について

小笠　竜広 18
①稲美北中学校指定避難所について

②加古大池の利活用について

大路　　恒 19
①中学校の部活動から「いなチャレ」への移行にあたって

②空き家の雑草対策は
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南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発

災
し
た
と
き
、
現
在
の
防

災
倉
庫
で
稲
美
町
の
人
口

に
対
応
で
き
る
の
か
。

経
済
環
境
部
長　
防
災
倉

庫
整
備
の
必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。
平
常
時
の
管

理
や
発
災
時
の
ア
ク
セ
ス
、

備
蓄
品
の
確
保
を
考
慮
し
、

場
所
の
選
定
や
建
物
規
模

　

特
殊
詐
欺
に
よ
る
被
害

が
多
様
化
し
、
町
内
で
も

高
齢
者
の
み
な
ら
ず
若
年

層
に
も
広
が
り
対
処
で
き

な
い
。
警
察
や
県
、
近
隣

自
治
体
と
の
連
携
強
化
を
。

経
済
環
境
部
長　
加
古
川

警
察
署
と
１
市
２
町
で
構

成
す
る
連
絡
会
や
県
管
轄

の
防
犯
グ
ル
ー
プ
、
防
犯

協
会
な
ど
に
警
察
か
ら
情

報
提
供
が
あ
る
。
関
係
機

関
は
、
こ
れ
を
元
に
犯
罪

抑
止
、
被
害
防
止
対
策
を

連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

町
内
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も

特
殊
詐
欺
を
防
い
だ
例
が

あ
る
。
店
舗
や
金
融
機
関

と
の
連
携
は
。

特殊詐欺対策強化を
経済環境部長 関係機関と連携し対策に努める

稲
美
町
の
防
災
倉
庫
は

防
災
倉
庫
の
整
備
は
必
要
と
思
わ
れ
る

藤ふ
じ 

田た

　
義よ
し 

光み
つ

河
かわ

 田
た

　公
く

 利
り

 助
すけ

を
検
討
し
計
画
す
る
。

町
民
の
善
意
で
「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
の
増
設

を
　

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分

か
ら
な
い
昨
今
、
町
民
に

呼
び
か
け
を
行
い
「
子
ど

も
１
１
０
番
の
家
」
を
増

や
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
政
策
部
長　
「
子
ど

も
１
１
０
番
の
家
」
は
各

小
学
校
区
の
実
情
に
応
じ

て
管
理
さ
れ
て
お
り
、
登

録
件
数
も
充
足
し
て
い
る
。

今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
。

天
満
大
池
公
園
池
側
の
石

の
扱
い
は

　

天
満
大
池
公
園
池
側
の

水
際
に
置
か
れ
た
石
の
間

に
雑
草
が
生
え
て
い
る
。

草
刈
機
が
使
え
ず
、
景
観

を
損
ね
て
い
る
。

地
域
整
備
部
長　
維
持
管

理
に
関
し
て
、
管
理
を
し

て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
協
議
す
る
。

経
済
環
境
部
長　
加
古
川

警
察
署
を
中
心
に
、
近
隣

市
町
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
防
犯
対
策

に
努
め
る
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
概
念
は

　

稲
美
中
央
公
園
の
全
体

構
想
案
が
示
さ
れ
た
が
、

平
時
・
災
害
時
を
問
わ
ず

活
用
可
能
な
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
の
概
念
は
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
か
。

地
域
整
備
部
長　
今
回
の

全
体
構
想
は
、
避
難
場
所

と
し
て
の
機
能
も
向
上
さ

せ
る
も
の
で
、
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
の
概
念
に
通
じ
る

と
考
え
て
い
る
。

経
済
環
境
部
長

稲美町防災倉庫

「ATM で振り込んで」と言われたら詐欺です！

（
注
）

（注）‌�フェーズフリー
　身のまわりにあるモノやサービス
を、日常時はもちろん、非常時にも
役立つようにデザインしようという
考え方
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ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農

作
物
被
害
と
捕
獲
状
況
は
。

経
済
環
境
部
長　
農
産
部

長
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
で
は
、
６
年
度
被
害

面
積
は
２
３
０
ア
ー
ル
、

54
頭
が
捕
獲
さ
れ
て
い
る
。

　

町
が
貸
し
出
し
し
て
い

る
捕
獲
わ
な
の
総
数
は
。

経
済
環
境
部
長　
現
在
、

　

本
年
４
月
に
民
間
の
小

規
模
保
育
所
が
開
設
さ
れ

た
が
、
待
機
児
童
は
解
消

し
て
い
な
い
。
引
き
続
き

企
業
主
導
型
保
育
所
の
誘

致
、
小
規
模
保
育
所
な
ど

で
待
機
児
童
解
消
の
取
り

組
み
を
。

健
康
福
祉
部
長　
こ
れ
ま

で
か
ら
、
民
間
保
育
所
の

改
築
、
認
定
こ
ど
も
園
化

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

ま
た
本
年
４
月
、
小
規

模
保
育
事
業
所
の
開
設
、

町
内
２
保
育
所
の
認
定
こ

ど
も
園
化
な
ど
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
各
園
で
多
く
の

園
児
を
受
け
入
れ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
弾
力
的
な
運

待機児童の解消を
今後も取り組みたい

ア
ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
対
策
を
問
う

年
間
の
捕
獲
頭
数
も
増
加
し
て
い
る

木
き

 村
むら

　圭
けい

 二
じ

山や
ま 

田だ

　
立た
つ 

美みわなに掛かったアライグマ

4 月に開所された小規模保育所
「バンビグレース保育園」

機
能
し
て
い
る
の
は
10
基

で
、
壊
れ
た
わ
な
は
処
分

し
て
い
る
。

　
「
か
こ
バ
ス
ミ
ニ
」
の

平
岡
北
ル
ー
ト
を
延
長
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
加
古
川
駅
か

ら
東
播
磨
高
校
を
経
由
す

る
町
内
ル
ー
ト
を
、
加
古

川
市
と
の
広
域
連
携
に
よ

り
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

経
営
政
策
部
長　
「
か
こ

バ
ス
ミ
ニ
」
の
運
行
便
数

へ
の
影
響
や
運
行
ダ
イ
ヤ

の
見
直
し
な
ど
を
伴
う
た

め
、
実
現
は
難
し
い
。

　

耕
作
放
棄
地
の
筆
数
と

面
積
、
所
有
者
へ
の
対
応

は
。

経
済
環
境
部
長　
７
年
４

月
１
日
現
在
、
遊
休
農
地

は
28
筆
、
２
・
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
。
所
有
者
に
対
し
て

は
、
耕
作
管
理
を
求
め
る

行
政
指
導
と
利
用
意
向
調

査
を
行
い
、
状
況
が
変
わ

ら
な
い
ケ
ー
ス
は
、
農
地

中
間
管
理
機
構
へ
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

用
を
求
め
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致
の
促
進
を

　

当
町
は
工
業
団
地
も
な

く
企
業
誘
致
は
困
難
な
状

況
に
あ
る
が
、
秋
に
東
播

磨
道
が
開
通
す
る
。
計
画

中
の
播
磨
臨
海
地
域
道
路

で
は
、
町
内
に
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
で
き
る
。
こ

う
し
た
条
件
を
生
か
し
て

「
企
業
立
地
促
進
条
例
」

を
見
直
す
べ
き
だ
。

経
済
環
境
部
長　
市
街
化

調
整
区
域
で
も
、
１
億
円

以
上
の
投
資
で
３
年
間
固

定
資
産
税
相
当
額
を
補
助

し
て
い
る
。
近
隣
市
町
よ

り
優
位
と
考
え
る
。

健康福祉部長

経
済
環
境
部
長
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エサを探すコウノトリ（琴池地区）

帯状疱疹の発症年齢

　

本
年
４
月
か
ら
実
施
の

帯た
い
じ
ょ
う状
疱ほ

う
し
ん疹
ワ
ク
チ
ン
定
期

接
種
は
、
65
歳
以
上
５
歳

き
ざ
み
の
人
が
対
象
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
帯

状
疱
疹
は
50
歳
代
か
ら
発

症
率
が
上
が
る
。
50
歳
以

上
が
対
象
の
当
町
独
自
の

任
意
接
種
助
成
は
７
年
度

限
り
だ
が
、
８
年
度
以
降

も
継
続
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長　
実
施
の

有
無
、 

対
象
年
齢
等
を
含

め
、
近
隣
市
町
や
医
師
会

と
情
報
共
有
を
図
り
、
検

討
し
て
い
る
。

劣
化
し
た
交
差
点
標
示
の

更
新
は

　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ

ジ
宣
言
に
向
け
た
有
機
農

業
実
施
計
画
策
定
の
進
め

方
は
。
ま
た
、
農
薬
低
減

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

経
済
環
境
部
長　
協
議
会

を
設
立
し
計
画
内
容
を
協

議
す
る
。
農
薬
低
減
に
関

し
て
は
、
減
農
薬
や
無
農

薬
の
実
証
試
験
中
。
Ｊ
Ａ

兵
庫
南
で
も
今
年
度
か
ら

水
稲
育
苗
処
理
剤
を
非
ネ

オ
ニ
コ
系
農
薬
に
変
更
願

っ
て
い
る
。

こ
ど
も
の
居
場
所
の
支
援

充
実
に
向
け
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
配
置
を

健
康
福
祉
部
長　
居
場
所

づ
く
り
実
施
団
体
か
ら
の

聞
き
取
り
や
、
社
協
と
協

力
し
、
運
営
補
助
金
交
付

等
を
行
っ
て
い
る
。
配
置

は
研
究
課
題
と
す
る
。

加
古
大
池
利
活
用
を
問
う

　

県
事
業
を
活
用
し
た
利

活
用
が
必
要
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
今
後
も

目
的
に
応
じ
て
活
用
す

る
。

　

ま
ち
づ
く
り
へ
の
見
解

は
。

経
営
政
策
部
長　
町
が
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

地
域
の
合
意
を
得
な
が
ら

共
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
今
は
機
運
の
醸
成

を
図
っ
て
い
る
。

帯状疱疹ワクチン助成を継続せよ
近隣市町・医師会と検討している健康福祉部長

有
機
農
業
実
施
計
画
策
定
の
進
め
方
は

協
議
会
で
計
画
内
容
を
協
議
す
る

松ま
つ 

村む
ら

　
芳よ
し 

樹き

山
やま

 口
ぐち

　　守
まもる

　

交
差
点
標
示
が
劣
化
し

て
見
え
に
く
い
箇
所
が
あ

り
、
事
故
の
危
険
性
も
あ

る
。
更
新
計
画
は
。

地
域
整
備
部
長　
管
理
者

で
あ
る
県
加
古
川
土
木
事

務
所
と
の
連
絡
調
整
会
議

で
、
計
画
的
な
更
新
・
修

繕
を
要
望
し
て
い
る
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
３
カ
月

前
か
ら
予
約
で
き
な
い
か

生
涯
学
習
担
当
部
長　
町
、

学
校
、
体
育
協
会
な
ど
の

行
事
が
実
施
で
き
な
い
ケ

ー
ス
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
通
常
予

約
を
３
カ
月
前
か
ら
に
す

る
予
定
は
な
い
。

経
済
環
境
部
長

（
注
）

（注）‌�オーガニックビレッジ宣言
　有機農業の生産から消費まで一貫
し、農業者・事業者・地域内外の住
民が地域ぐるみの取り組みを進める
町であると宣言すること

15 178いなみいなみ 2025年10月25日発行

一
般
質
問

一
般
質
問



　

兵
庫
県
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
兵
庫
が
共
同
開
発
し
た

水
稲
品
種
「
コ
・
ノ
・
ホ
・

シ
」
が
来
年
か
ら
町
内
で

全
面
的
に
作
付
け
さ
れ
る
。

「
コ
・
ノ
・
ホ
・
シ
」
は

キ
ヌ
ヒ
カ
リ
に
代
わ
る
新

品
種
で
、
夏
の
暑
さ
や
病

気
に
強
く
、
味
が
良
く
、

一
等
米
の
割
合
は
76
％

　

農
業
振
興
地
域
の
土
地

の
開
発
や
転
用
に
は
、
農

振
除
外
と
農
地
転
用
の

「
二
重
規
制
」
が
あ
る
。

手
続
き
円
滑
化
の
た
め
、

年
間
に
町
が
実
施
す
る
農

振
除
外
申
請
の
事
前
相
談

回
数
を
増
や
す
べ
き
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
農
振
除

外
を
行
う
に
は
、
計
画
の

見
直
し
や
県
と
の
協
議
等

の
様
々
な
手
続
き
が
必
要

で
、
処
理
完
了
ま
で
１
年

程
度
か
か
る
。
現
在
の
と

こ
ろ
相
談
回
数
増
加
の
予

定
は
な
い
。

国
は
５
歳
児
健
診
支
援
を

強
化　
当
町
で
も
導
入
を

健
康
福
祉
部
長　
現
在
、

農振除外申請の円滑化を求める
県との協議等に時間を要し困難だ経済環境部長

新
品
種
コ・ノ・ホ・シ
の
作
付
け
は

県
計
画
で
は
10
年
に
全
面
転
換
予
定

池い
け 

田だ

　
博ひ
ろ 

美み

関
せき

 灘
なだ

　真
ま

 澄
すみ

（
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
は
56
％
）

と
い
う
特
徴
を
持
ち
、
農

業
者
に
と
っ
て
期
待
の
新

品
種
で
あ
る
。
新
品
種
の

作
付
け
講
習
会
を
開
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

経
済
環
境
部
長　
県
の
計

画
で
は
、
10
年
に
キ
ヌ
ヒ

カ
リ
は
「
コ
・
ノ
・
ホ
・
シ
」

に
全
面
転
換
さ
れ
る
。

講
習
会
は
今
年
中
に
開
催

す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

長
期
休
暇
中
の
児
童
生
徒

の
生
活
と
心
の
ケ
ア
は

教
育
政
策
部
長　
長
期
休

業
前
に
児
童
生
徒
に
対
し
、

困
っ
た
際
は
迷
わ
ず
学
校

へ
連
絡
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
。
ま
た
、
保
護

者
に
は
家
庭
で
の
見
守
り

な
ど
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

問
題
行
動
の
連
絡
が
あ

れ
ば
、
担
任
や
管
理
職
が

速
や
か
に
状
況
を
把
握
し
、

養
護
教
諭
な
ど
と
連
携
し
、

支
援
す
る
。

５
歳
児
発
達
相
談
事
業
を

実
施
し
、
発
達
や
行
動
面

に
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ

る
児
童
と
そ
の
保
護
者
を

支
援
し
て
い
る
。
導
入
は

今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

旧
コ
ス
モ
ス
児
童
館
の
有

効
な
活
用
計
画
は

健
康
福
祉
部
長　
具
体
的

な
計
画
は
な
い
が
、
子
育

て
支
援
、
教
育
支
援
施
設

と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

県
単
独
事
業
を
積
極
的
に

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が

経
営
政
策
部
長　
今
後
も

必
要
に
応
じ
て
活
用
す
る
。

有効な利活用を求める公共施設

経
済
環
境
部
長

生育が順調にすすむ 今年のコ・ノ・ホ・シ栽培田（印東）
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内
閣
府
の
調
査
で
女
性

の
約
33
％
、
男
性
の
約

20
％
が
Ｄ
Ｖ
を
受
け
た
経

験
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
緊

急
時
に
被
害
者
の
安
全
を

守
る
一
時
保
護
や
避
難
支

援
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　
相
談
者

の
状
況
や
意
向
を
確
認
し
、

緊
急
性
が
高
い
場
合
は
対

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員

は
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

支
援
、
児
童
の
健
全
育
成

な
ど
重
要
な
職
務
を
担
う

が
、
近
年
は
業
務
負
担
が

増
加
し
、
な
り
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

健
康
福
祉
部
長　
活
動
の

支
援
と
と
も
に
、
負
担
軽

減
に
つ
い
て
委
員
と
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
く
。

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
孤

独
死
対
策
を

健
康
福
祉
部
長　
あ
ん
し

ん
ボ
タ
ン
の
見
守
り
セ
ン

サ
ー
や
「
食
」
の
自
立
支

援
事
業
で
の
食
事
を
届
け

る
際
の
安
否
確
認
、
地
域

民生委員のなり手不足が深刻だ
活動支援や負担軽減に努める

当
町
の
Ｄ
Ｖ
被
害
者
へ
の
支
援
は

適
切
に
対
応
機
関
へ
つ
な
い
で
い
る

大
おお

 山
やま

　和
かず

 明
あき

小こ 

山や
ま

　
裕ゆ
う 

美み

家庭内 DV が母親だけでなく
子どもの心にも影響を及ぼす様子 応

機
関
へ
つ
な
い
で
い
る
。

　

Ｄ
Ｖ
を
目
撃
し
た
子
ど

も
へ
の
心
の
ケ
ア
な
ど
は
。

健
康
福
祉
部
長　
虐
待
事

案
と
し
て
、
関
係
機
関
と

連
携
し
対
応
し
て
い
る
。

当
町
の
空
き
家
の
状
況
は

地
域
整
備
部
長　
３
年
度

の
調
査
で
空
き
家
は
４
６

６
件
。
そ
の
う
ち
周
辺
に

影
響
が
で
て
い
る
物
件
は

29
件
あ
っ
た
が
、
７
年
３

月
の
調
査
で
は
３
件
が
解

消
し
、
現
在
は
26
件
。

　

当
町
の
空
き
家
対
策
の

現
状
は
。

地
域
整
備
部
長　
不
動
産

相
談
窓
口
の
紹
介
や
新
た

な
啓
発
冊
子
も
作
成
中
。

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
や
改
修
費
用
補
助
な
ど

も
創
設
し
て
い
る
。

　

空
き
家
の
利
活
用
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

地
域
整
備
部
長　
土
地
の

規
制
緩
和
で
利
活
用
し
や

す
い
環
境
を
整
え
た
い
。

見
守
り
活
動
事
業
な
ど
未

然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

加
古
大
池
の
環
境
整
備
を

　

多
数
を
集
客
す
る
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
は
安
全
面
な

ど
課
題
が
あ
る
。
解
消
に

向
け
た
環
境
整
備
を
。

経
済
環
境
部
長　
主
催
者

に
は
安
全
面
等
に
対
応
可

能
な
人
数
で
の
イ
ベ
ン
ト

を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

整
備
予
定
は
な
い
。

加
古
大
池
水
生
植
物
園
の

整
備
計
画
は

経
済
環
境
部
長　
仕
様
書

に
基
づ
き
維
持
管
理
さ
れ

て
お
り
整
備
計
画
は
な
い
。

健康福祉部長

健
康
福
祉
部
長

7 年 4 月に発行された民児協だより

（
注
）

（注）‌� DV（Domestic Violence：
家庭内暴力）

　配偶者や恋人など、親しい関係
にあるパートナーからふるわれる
暴力のこと。身体的暴力だけでは
なく、暴言や無視などの精神的暴
力、生活費を渡さないといった経
済的な暴力なども含まれる。
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災
害
が
起
こ
っ
た
場
合
、

指
定
避
難
所
で
あ
る
稲
美

北
中
学
校
で
は
、
避
難
所

と
し
て
武
道
場
も
開
放
さ

れ
る
の
か
。

経
済
環
境
部
長　
指
定
避

難
所
で
の
避
難
者
受
け
入

れ
場
所
は
、
避
難
者
数
の

大
小
や
後
の
施
設
機
能
再

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ

る
人
、
妊
婦
等
の
避
難
所

生
活
に
配
慮
が
必
要
な
人

の
た
め
の
二
次
避
難
所

（
福
祉
避
難
所
）
を
発
災

直
後
か
ら
設
置
し
て
は
。

経
済
環
境
部
長　
理
想
だ

と
は
思
う
が
、
ま
ず
は
一

次
避
難
所
で
の
避
難
者
受

け
入
れ
を
考
え
て
い
る
。

要
支
援
者
に
配
慮
し
た
避

難
所
運
営
を
行
い
た
い
。

子
ど
も
や
若
者
の
屋
内
施

設
開
放
・
自
習
室
増
設
を

　

旧
コ
ス
モ
ス
児
童
館
を

利
活
用
で
き
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
資
源
の

有
効
活
用
の
観
点
か
ら
、

発災直後から福祉避難所設置は
まずは指定避難所でと考えている経済環境部長

災
害
時　
稲
美
北
中
武
道
場
の
開
放
は

樋
ひ

 口
ぐち

　瑞
みず

 佳
か

小お 

笠が
さ

　
竜た
つ 

広ひ
ろ

開
等
を
考
慮
し
、
施
設
管

理
者
と
協
議
の
う
え
決
定

さ
れ
る
。
学
校
施
設
の
避

難
者
受
け
入
れ
の
初
期
段

階
は
、
体
育
館
を
避
難
所

と
し
て
利
用
す
る
。
そ
の

後
、
体
育
館
の
み
で
の
対

応
が
困
難
な
避
難
者
が
お

ら
れ
る
場
合
、
校
舎
の
個

室
を
確
保
す
る
手
順
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

場
合
、
武
道
場
の
開
放
も

想
定
さ
れ
る
。

　

避
難
所
に
は
安
全
性
と

一
定
の
居
住
環
境
が
求
め

ら
れ
る
。
ま
た
、
避
難
所

で
の
生
活
が
長
引
く
場
合

を
想
定
し
、
環
境
整
備
が

必
要
と
さ
れ
る
。
当
町
の

避
難
所
の
整
備
状
況
は
。

経
済
環
境
部
長　
避
難
し

て
い
た
だ
く
に
は
整
備
が

不
十
分
な
箇
所
が
あ
る
。

ま
た
、
テ
ン
ト
等
の
備
品

の
拡
充
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

よ
り
充
実
し
た
子
育
て
支

援
、
教
育
支
援
施
設
と
し

て
検
討
し
て
い
る
。

図
書
館
の
閲
覧
室
・
Ａ
Ｖ

コ
ー
ナ
ー
設
置
数
見
直
し

を生
涯
学
習
担
当
部
長　
Ｄ

Ｖ
Ｄ
集
中
管
理
シ
ス
テ
ム

の
経
年
劣
化
に
伴
う
不
具

合
が
発
生
し
て
お
り
、
用

途
や
設
置
数
を
含
め
て
対

応
を
検
討
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
熱
中
症
対
策

で
自
動
販
売
機
の
設
置
を

教
育
政
策
部
長　
両
中
学

校
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

状
況
等
に
応
じ
た
開
放
が
想
定
さ
れ
る

経
済
環
境
部
長

（
注
）

協議が進む両中学校 自動販売機の設置
（熱中症対策・災害時対策）

避難所にもなる武道場（稲美北中学校）

（注）‌� 福祉避難所
　災害時に一次避難所での生活が困
難な高齢者、障がい者、妊産婦や乳
幼児など、特別な配慮を必要とする
人が利用する避難所で、災害発生後
に必要に応じて開設される二次的な
避難所のこと
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10
年
８
月
に
中
学
校
の

部
活
動
が
地
域
へ
移
行
す

る
に
あ
た
っ
て
、
教
育
委

員
会
の
管
理
体
制
や
運
営

の
状
況
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
政
策
部
長　
中
学
校

の
部
活
動
か
ら
「
い
な
チ

ャ
レ
」
へ
の
地
域
展
開
は
、

教
育
課
と
生
涯
学
習
課
、

文
化
の
森
課
が
そ
れ
ぞ
れ

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。
今

後
、
更
に
多
く
の
課
題
整

理
を
行
い
、
準
備
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
部
活
動
の
地
域
展

開
に
専
念
で
き
る
職
員
の

配
置
を
検
討
す
る
。

部活動の地域移行　教委の体制は
専任職員の配置を検討する教育政策部長

大
おお

 路
じ

　　恒
ひさし

空
き
家
の
雑
草
対
策
は

　

空
き
家
管
理
が
で
き
て

い
な
い
所
有
者
等
に
強
力

な
指
導
を
。

経
済
環
境
部
長　
近
隣
住

民
か
ら
、
雑
草
の
繁
茂
や

害
虫
の
被
害
、
火
事
な
ど

の
懸
念
に
つ
い
て
要
望
や

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
た
場
合
、

現
地
に
出
向
き
状
況
を
確

認
し
た
う
え
で
、
当
該
空

き
家
等
の
所
有
者
ま
た
は

管
理
者
を
調
査
し
、
適
正

な
管
理
を
依
頼
す
る
文
書

を
送
付
す
る
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
る
。

（
注
）

（注）‌�いなチャレ
　10年度から始まる稲美町中学校部
活動地域展開後の地域クラブ活動「い
なみチャレンジクラブ」の略称

部活動 ( 稲美北中 ) テニス部

要
望
書
を
国
へ
提
出

要
望
書
を
国
へ
提
出

要
望
書
を
国
へ
提
出

要
望
書
を
国
へ
提
出

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
防

除
方
法
を
早
期
に
確
立
し
、

現
場
へ
の
普
及
を
促
進
す

る
こ
と

　
ヤ
ー
ド
及
び
再
生
資
源
物

保
管
事
業
に
関
す
る
環
境

対
策
と
制
度
改
正
を
求
め

る
　

現
在
、
全
国
的
に
増
加

す
る
ヤ
ー
ド
（
自
動
車
等

解
体
・
輸
出
作
業
場
）
及

び
再
生
資
源
物
保
管
事
業

所
は
、
地
域
の
生
活
環
境

に
重
大
な
懸
念
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

　

稲
美
町
で
も
同
様
の
事

業
所
が
住
宅
地
や
農
地
に

隣
接
し
て
複
数
存
在
し
、

油
の
流
出
、
資
材
の
飛
散
、

騒
音
や
振
動
が
日
常
的
に

発
生
し
て
お
り
、
町
に
多

く
の
苦
情
・
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

 

町
で
は
、
生
活
環
境
保

全
の
観
点
か
ら
、
関
係
行

政
機
関
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
る
が
、
直
接
的
な

規
制
が
不
十
分
で
、
抜
本

的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
早
急
に
対
応
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　
ヤ
ー
ド
お
よ
び
再
生

資
源
物
保
管
事
業
に
対
し

て
、
生
活
環
境
保
全
・
災

害
防
止
の
観
点
か
ら
、
安

全
・
衛
生
・
景
観
・
保
安

に
関
す
る
基
準
を
法
的
に

義
務
付
け
る
制
度
を
新
た

に
創
設
す
る
か
、
現
行
制

度
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ

と２　
不
適
正
な
事
業
者
に

対
し
て
、
立
入
調
査
権
限
、

是
正
命
令
、
業
務
停
止
、

罰
則
適
用
な
ど
の
実
効
性

あ
る
法
的
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
よ
う
、
制
度
を
整
備

す
る
こ
と

３　
地
方
自
治
体
が
効
果

的
に
監
視
・
指
導
で
き
る

よ
う
、
専
門
人
材
の
配
置

支
援
、
財
政
的
支
援
措
置

（
補
助
制
度
等
）
を
講
じ

る
こ
と

ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

駆
除
・
拡
散
防
止
に
向
け

た
支
援
を
求
め
る

　

特
定
外
来
生
物
の
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
が
繁

茂
す
る
と
、
水
路
で
は
水

の
流
れ
を
阻
害
し
、
農
地

で
は
作
物
を
生
育
不
良
に

し
、
た
め
池
や
河
川
等
で

は
水
質
を
悪
化
さ
せ
、
地

域
の
暮
ら
し
と
産
業
に
重

大
な
脅
威
を
与
え
て
い
る
。

　

当
町
で
も
、
ナ
ガ
エ
ツ

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
繁
茂
が

確
認
さ
れ
た
た
め
池
で
は
、

県
と
農
業
者
や
関
係
者
が

協
力
し
て
除
草
や
駆
除
を

進
め
て
い
る
が
、
そ
の
拡

散
力
に
は
長
期
的
な
対
策

が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
早
急
に
対
応
さ

れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１　
特
定
外
来
生
物
防
除

対
策
事
業
に
対
し
、
十
分

な
予
算
を
確
保
す
る
こ
と

２　
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ

ト
ウ
の
被
害
防
止
の
た
め
、

　
稲
美
町
が
直
面
し
て
い
る
課
題
に
対
し
、
早
急
な
対
応
を
求
め
る

２
件
の
要
望
書
を
、
稲
美
町
議
会
か
ら
国
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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総務福祉文教
委員会報告

委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

樋口　瑞佳
小山　裕美
松村　芳樹
小笠　竜広
山田　立美
河田公利助
木村　圭二

中
学
校
部
活
動
の
地
域
展
開

天満幼稚園園舎

　

生
徒
や
教
職
員
数
の
減

少
に
よ
り
、
部
活
動
は
縮

小
化
し
て
い
る
。
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
選
択
し
、

多
様
な
活
動
に
参
加
で
き

る
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

中
学
校
部
活
動
の
地
域
展

開
「
い
な
み
チ
ャ
レ
ン
ジ

ク
ラ
ブ
」
を
10
年
度
か
ら

開
始
す
る
。

問	

地
域
展
開
は
教
職
員

の
働
き
方
改
革
に
つ
な
が

る
が
、
会
費
や
保
険
料
の

発
生
に
関
す
る
保
護
者
の

不
安
に
対
す
る
対
応
は
。

答	

保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
十
分
な
周
知
を
行

い
、
不
安
を
一
つ
ず
つ
解

消
し
て
い
き
た
い
。

問	

地
域
展
開
に
移
行
し

て
も
、
参
加
資
格
を
学
校

単
位
と
す
る
中
体
連
の
大

会
に
参
加
で
き
る
の
か
。

答	

中
体
連
で
は
、
地
域

単
位
で
の
参
加
も
可
能
と

す
る
検
討
や
改
革
を
進
め

て
い
る
。

問	
部
活
動
で
の
賞
の
受

賞
な
ど
の
活
動
実
績
は
、

進
学
な
ど
に
お
い
て
考
慮

さ
れ
る
の
か
。

答	

進
学
時
に
、
一
部
公

立
高
校
で
は
特
定
の
課
外

活
動
を
重
視
す
る
高
校
も

あ
る
た
め
、
そ
の
高
校
を

志
望
す
る
生
徒
に
つ
い
て

は
、
高
校
に
対
し
て
、
そ

の
活
動
の
内
容
を
伝
え
て

い
る
。

稲
美
町
立
幼
稚
園
の
今
後

の
あ
り
方

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
、
保
育
所
の
こ
ど
も

園
へ
の
移
行
、
保
護
者
ニ

ー
ズ
の
変
化
に
よ
り
、
幼

稚
園
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

今
後
も
就
学
前
教
育
に
つ

い
て
の
検
討
を
継
続
す
る
。

問	

預
か
り
保
育
の
拡
充

や
幼
稚
園
給
食
の
計
画
を

早
々
に
進
め
る
べ
き
で
は
。

答	

効
率
面
を
考
え
、
再

編
と
合
わ
せ
て
進
め
て
い

き
た
い
。

問	

町
立
幼
稚
園
の
再
編

に
対
し
、
幼
稚
園
に
通
っ

て
い
る
保
護
者
の
意
見
は
。

答	

ニ
ー
ズ
調
査
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
幼
児
数
に

合
わ
せ
て
町
立
幼
稚
園
を

統
廃
合
し
て
減
ら
す
」
と

い
う
回
答
を
選
択
し
た
保

護
者
が
複
数
お
ら
れ
た
。

そ
の
他
報
告
事
項

　

第
９
期
介
護
保
険
事
業

計
画
、
町
の
財
政
状
況
、

ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
。

（
８
月
６
日
・
８
日
開
催
）

稲美中学校・稲美北中学校吹奏楽部の合同練習

「
い
な
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」の
準
備
始
ま
る
！

「
い
な
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
」の
準
備
始
ま
る
！
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委 員 長

副委員長

委　　員

〃

〃

〃

〃

藤田　義光
関灘　真澄
大山　和明
山口　　守
大路　　恒
池田　博美
長谷川和重

生活産業建設
委員会報告

　

町
制
施
行
70
周
年
を

記
念
し
て
、
11
月
１
日

（
予
定
）
に
花
火
大
会
が

約
６
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

る
。
会
場
周
辺
の
道
路
渋

滞
や
来
場
者
密
集
リ
ス
ク

を
避
け
る
た
め
、
加
古
大

池
、
天
満
大
池
、
サ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
い
な
み

周
辺
の
３
カ
所
で
分
散
し

て
打
ち
上
げ
る
。
自
宅
周

辺
で
の
観
覧
と
な
り
、
打

ち
上
げ
場
所
で
の
観
覧
は

で
き
な
い
。
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
生
放
送
や
動
画
の

生
配
信
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

問	

４
、５
年
度
の
サ
プ

ラ
イ
ズ
花
火
と
比
べ
、
多

く
の
人
が
楽
し
め
る
の
か
。

答	

今
回
は
打
ち
上
げ
の

規
模
を
拡
大
し
、
時
間
や

場
所
を
町
広
報
や
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る

た
め
、
十
分
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
と
考
え
る
。

問	
こ
の
３
カ
所
を
選
定

し
た
理
由
は
。

答	
花
火
の
打
ち
上
げ
に

は
「
周
辺
に
太
陽
光
発
電

施
設
が
な
い
」
等
の
条
件

が
あ
り
、
こ
の
条
件
を
満

た
す
３
カ
所
を
選
定
し
た
。

避
難
所
開
設
運
営
訓
練

　

災
害
直
後
を
想
定
し
、

住
民
の
避
難
と
避
難
所
開

設
な
ど
の
訓
練
を
母
里
小

学
校
区
で
実
施
予
定
。

問	

災
害
発
生
時
は
、
避

難
所
設
営
に
詳
し
い
職
員

等
が
他
の
対
応
に
追
わ
れ
、

避
難
所
開
設
に
携
わ
れ
な

い
場
合
が
想
定
さ
れ
る
が
。

答	

そ
の
よ
う
な
場
合
も

想
定
し
て
、
自
分
た
ち
で

避
難
所
開
設
が
で
き
る
よ

う
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

西
部
配
水
場
更
新
工
事
の

進
み
具
合
を
現
地
調
査

　

５
年
度
か
ら
３
カ
年
の

予
定
で
進
め
て
い
る
。
新

配
水
場
、
第
１
配
水
池
の

建
築
は
概
ね
完
了
し
、
現

在
、
内
外
装
や
配
管
作
業

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問	

配
水
切
り
替
え
時
の

住
民
へ
の
影
響
は
。

答	

配
水
場
の
変
更
で
水

の
流
れ
が
変
わ
り
、
赤
水

が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
配
水
の
切
り
替
え
前

に
は
、
町
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
で
周
知
を
行
う
。

稲
美
中
央
公
園
全
体
構
想

策
定
事
業
の
進
捗
状
況

　

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新
た

な
施
設
の
設
置
や
既
存
施

設
の
更
新
を
検
討
し
、
全

体
構
想
の
策
定
を
行
う
。

問	

整
備
予
定
の
キ
ャ
ン

プ
場
は
有
料
に
な
る
の
か
。

答	

今
後
の
検
討
課
題
で

あ
る
。

�

（
８
月
７
日
開
催
）

平成 27 年度花火大会（加古大池）

　町制施行70周年記念　町制施行70周年記念
� 花火大会開催　� 花火大会開催　

現地調査をする委員（西部配水場）
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広
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常
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委
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会
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庫

県
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古
郡

稲
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町
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岡
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直
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議
会
だ
よ
りい

な
み

い
な

み

メ
ン
バ
ー
と
活
動
日
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

会
員
は
、
７
人
で
す
。

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日
の

午
後
２
時
30
分
か
ら
４
時

ま
で
、
障
害
者
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
に
集
ま
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
か

　

町
広
報
、
社
協
だ
よ
り
、

町
立
図
書
館
に
配
架
す
る

絵
本
や
新
聞
の
エ
ッ
セ
イ

な
ど
を
点
訳
し
、
視
覚
障

が
い
の
あ
る
人
た
ち
へ
の

情
報
提
供
を
し
て
い
ま
す
。

　

点
訳
は
以
前
は
手
打
ち

で
し
た
が
今
は
パ
ソ
コ
ン

で
入
力
し
、
点
字
プ
リ
ン

タ
ー
で
点
字
を
打
ち
出
し

ま
す
。
点
訳
の
作
業
は
、

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
自

宅
で
各
自
の
ペ
ー
ス
で
行

い
、
活
動
日
に
確
認
と
校

正
を
し
て
、
完
成
さ
せ
て

い
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
福
祉
教
育
の

一
環
で
、
小
・
中
学
校
に

出
向
き
、
児
童
・
生
徒
の

皆
さ
ん
に
点
字
の
説
明
を

し
た
り
、
点
字
の
作
成
等

を
体
験
し
て
も
ら
う
出
前

講
座
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
と
し
て

望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

メ
ン
バ
ー
の
増
員
を
望

み
ま
す
。

　

特
に
、
若
い
世
代
の
人

た
ち
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
長
期
的
に
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

町
に
望
む
こ
と
は

ど
ん
な
こ
と
で
す
か

　

交
通
の
便
を
充
実
さ
せ

て
ほ
し
い
で
す
。

　

議
員
の
方
々
に
は
議
会

で
も
ど
ん
ど
ん
発
言
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

議
会
だ
よ
り
は

読
ん
で
い
ま
す
か

　

読
ん
で
い
ま
す
。
最
近

は
書
籍
な
ど
が
紙
媒
体
か

ら
デ
ジ
タ
ル
媒
体
に
変
わ

っ
て
い
く
世
の
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、「
稲
美
議
会
だ

よ
り
」
は
変
わ
ら
ず
紙
媒

体
で
の
発
行
を
望
み
ま
す
。

点
訳
サ
ー
ク
ル「
す
み
れ
」を
訪
ね
て

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　

木
村　

圭
二

　

副
委
員
長　

藤
田　

義
光

　

委　

員　
　

小
笠　

竜
広

　

委　

員　
　

山
口　
　

守

　

委　

員　
　

松
村　

芳
樹

　

委　

員　
　

大
路　
　

恒

　

９
月
定
例
会
で
役
員
改

選
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
委
員
で
１
年
間

編
集
作
業
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
町
制
施
行
70
周

年
記
念
事
業
と
し
て
実
施

し
た
「
子
ど
も
議
会
」
の
特

集
を
掲
載
し
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
の
率
直
な
思
い

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�

（
木
村　

圭
二
）

　

稲
美
町
に
嫁
い
で
26
年
、
気
付

け
ば
人
生
の
半
分
以
上
を
こ
の
町

で
過
ご
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
と
一
緒
に
食
べ
る
親
子
給
食
で
、

初
め
て
稲
美
町
の
給
食
を
食
べ
た

時
「
こ
ん
な
に
お
い
し
い
給
食
を

食
べ
て
る
の
ね
！
」
と
感
動
し
た

こ
と
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

自
然
が
豊
か
で
お
米
も
お
い
し

い
稲
美
町
に
は
、
ま
だ
ま
だ
た
く

さ
ん
の
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
し
て
、
こ

の
大
好
き
な
町
の
魅
力
を
私
な
り

に
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

中
なか

山
やま

 さゆりさん

（国安）

●
議
会
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
141

点訳サークル「すみれ」のみなさん

稲美町の魅力を届けたい

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

点訳の確認・校正作業中

22


